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　2008 年 10 月 20 日、川崎市と東京電力（株）は共同で、川崎市臨海部に合計出力約 2 万 kW の太陽光
発電所を建設するメガソーラー計画を発表した。2011 年度の運転開始を目指し、川崎市浮島地点に出
力約 7,000kW、扇島地点に出力約 13,000kW の太陽光発電所を建設する。一般需要家向けの太陽光発
電所としては国内最大級であり、年間約 2,100 万 kWh の発電電力量、年間約 8,900t の CO2 排出量削







3)　大平竜也、「再生可能エネルギーの普及促進策と技術課題」、科学技術動向、No.53、2005 年 8 月号：
http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt053j/0508_03_feature_articles/200508_fa03/200508_fa03.html
扇島太陽光発電所（仮称）完成予想図
　2008 年 10 月 20 日、川崎市と東京電力㈱は共











は、一般家庭約 5,900 軒分に相当する約 2,100 万










2007 年度末で 4,250kW と小規模に留まっていた
が、2009 年度までに約 4 万 kW の建設に着手し、
2020 年度までに全国約 30 地点、約 14 万 kW のメ
ガソーラー発電所を建設する計画を発表している。












　なお、現在世界には 2 万 kW 以上の太陽光発
電所が 15 プラントあり、最大規模はスペイン
Olmedilla 発電所の 6 万 kW である。
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